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―活動人数― 

 

４年生：１人 

３年生：１１人 

２年生：３人 

個性豊かなメンバー多数！ 

 

【キーワード】 

‣ボランティア 

‣岩手 

‣防災 

‣YouTube 

‣運営をやりたい 

‣活動の幅を広げたい 
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１．はじめに・・・ 
 

皆さんこんにちは！ 

ボランティアサークルの農大復耕支援隊、通称支援隊です。 

農を通じた復興支援をしようということから、“耕”の文字が使われています。 

農大らしいですね。 

 

さて今回は、 

☆これまでの活動とこれからの活動 

☆支援先の方の紹介 

☆私たちが訪れている岩手の名所・食べ物紹介 

などをお伝えできればと思っております！ 

 

目次を見て気になったページに飛ぶもよし、 

最初からじっくり読むもよし。 

お好きなようにお読みください♪ 

 

同時に、岩手の方からのビデオメッセージもございますので、 

気になる方はぜひご視聴ください！ 

 

興味をもって開いて下さった皆さまに感謝いたします☺ 

それでは、お楽しみくださいませ。 

 

                農大復耕支援隊 

                      大河原 麗 
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２．これまでの活動 
 

活動は大きく分けて 

① ボランティアツアー 

② 防災 

③まつり・文展 

の３つに分けられます。 

 

 

 

① ボランティアツアー 

東日本大震災で被災された方と共に復興を目指しています。 

2011年のがれきの撤去をはじめ、徐々に“復旧”から“復興”に変わっていきました。 

 

「 「被災前よりもよりよい町にしたい」 」 

 

という現地の方の想いを叶えるべくお手伝いをさせていただいております。 

近年では、釜石市にて行われる予定だったラグビーワールドカップに向けて避難道の

整備や震災後建てられた小中学校の法面（のりめん）の整備などを行いました。 

豪雨の影響により一試合中止となってしまいましたが、同じ目標に一丸となって向か突

き進む力を肌で感じました。 

 

また、毎年ゴールデンウイークには４０人規模の公募ボランティアツアーを行っていま

す。ボランティアに参加していただくと共に、震災について皆様に考えていただく機会を提

供いたします。 ※2021年の開催は未定 

私たちは東京と岩手をつなぐ団体を目指します。 

ボランテ
ィア

防災

まつり・
文展
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② 防災 

 

被災された方の「同じことは繰り返してはいけない」という想いを心に、 

１人１人が 《自分も被災するかもしれない》 と感じてもらうために活動しています。 

 

“もしこの瞬間に震度７の地震が起きたら、あなたはどうしますか？” 

 

という問いに、皆さんならなんと答えるでしょうか。 

机の下に隠れる・避難所へ行くなどが挙がると思います。 

 

ですが、 

もし、隠れる前に足がタンスの下敷きになって歩けなくなってしまったら？ 

もし、海水浴場で大震災を経験したら？ 

もし、このコロナ禍で、身一つで避難所へ行くことになったら？ 

 

災害が起きてから避難の仕方を携帯で調べていては、逃げ遅れてしまいます。 

はたして私たちは行動を起こせるのでしょうか。 

 

私は、災害から身を守るための術を普段から考えておく大切さを 

農大復耕支援隊で学びました。 

 

少しまじめなお話となってしまいました        

防災って大切なのだなと少しでも感じていただけたら嬉しいです！ 

  



 
5 

 

③ まつり・文展 

       ⇑ 会室でも大人気のもこちゃん。                                           

受賞した団体は賞状と共にぬいぐるみをいただけます。 

 

農大が誇る収穫祭では、３年連続最優良・優良賞受賞！！ 

東北の郷土料理である「ひっつみ汁」と三陸の「サンマのみりんぼし」を販売しておりま

す。 収穫祭では岩手の魅力を伝えます。 

 

また、初の試みとなる文化学術展では、１次審査通過を果たし賞状を頂くことがで

きました。 

支援隊の歴史や津波シミュレーション装置の実演、そして防災グッズの紹介等をさ

せていただきました。 
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～例年の年間スケジュール表～ 
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３．岩手紹介 
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④ ⑤ 

⑥ 
⑦ 
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岩手の食べ物 

甲子柿（かっしがき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釜石市甲子町（かっしちょう）の名産！ 

渋柿を柿室と呼ばれる密閉空間で燻し

て脱渋したもの。 

普通の柿と比べてトマトのような赤みで、

とても柔らかく食感はまるでゼリー！ 

甘みが強いだけでなく、栄養価も非常に

高いこの地域だけの特別な柿です。 

関東ではあまり見かけない 

「ほや」は三陸の名産品。 

貝のような見た目ですが、 

貝ではなく動物に近い脊索動物

門の一種に分類されます。  

お刺身にして、日本酒と共にどう

ぞ。。（お酒は二十歳になってか

ら） 
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他にも・・・  

⚫ わんこそば 

⚫ 盛岡冷麵 

⚫ ウニ 

などなど…. 

 

 

 

 

  

ひっつみ汁は、ゴボウやニンジン、大

根、鶏肉、そして小麦粉を水で練

り薄く伸ばしたものを入れ、醤油で

味付けをした岩手の郷土料理！         

手で引きちぎることを方言で「ひっつ

む」と言うことから、ひっつみ汁と名づ

けられました。ひっつんだ小麦粉のモ

チモチ食感と、具材のうまみが染み

出したスープは絶品です！ 

 

おいしい食べ物がいっぱい！！ 
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４．これからの活動 
 

  

今年度はコロナウイルスの影響によって、岩手を訪れる活動ができない状況です。 

また、先行きもまだ不透明であるため、状況次第ではありますが、2021年度末まで 

オンラインを中心に活動していきたいと考えています。 

 

しかし、このような状況だからこそオンライン上で支援先の方々とコミュニケーションを 

とることはできないのかと考え、支援先の方々とオンラインでの交流会を企画していま

す。 

 

 

例年行っているツアーをオンライン上で行う企画として、 

オンラインツアーの開催を考えています。 例年のツアーと同様に、数日に分けて 

様々な支援先の方々とお話ししたり、岩手の食べ物を取り寄せて一緒に食べる会を 

開いたりといった内容を考えています。 

 

 

防災の活動については、非常食を食べる会の開催や隊員の防災活動および防災 

の豆知識の発信、支援隊の YouTube チャンネルでの投稿などの活動を行う 

ことで、多くの方に防災への関心を持っていただくだけでなく、自分たちも防災の知識を 

深められるような活動を行っていきます。 

 

  

 ～２０２１年の活動～ 

〇オンラインツアー開催！ 

〇震災当時を語り継ごう！ 

〇岩手を食で応援しよう！ 

〇防災に力を入れよう！ 
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５．支援先の方との交流 
 

  これまでの９年間、私たち農大復耕支援隊は岩手を訪れ、復旧・復興を現地 

の方たちと見てきました。 

 

津波を目の当たりにした方々の話を語り継ぐのも、私たちの役目だと思っています。 

 

今年度の 11 月には、オンライン交流会と称して 

釜石の語り部さんで有名な浜辺の料理宿 宝来館のおかみ岩崎昭子さん・ 

廣田一樹さんと zoom で交流会を行いました。 

そのときにいただいたメッセージをビデオのほうに載せてあるので、是非ご覧ください。 
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